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ドライプロセスを用いた無機型
ペロブスカイト太陽電池の開発

ペロブスカイト太陽電池の効率

→20%以上の高い変換効率

✔ ミックスカチオン

MA (CH3NH3
+)、FA [(NH2)2HC+]、Cs、 Rb などのカチオンを

混ぜることで性能向上を達成している

さらなる性能向上のためにそれぞれの物性を知る必要があるのでは?
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現在までの取り組み
無機系ペロブスカイト(CsPbI3)太陽電池の開発を行っている。
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太陽電池性能 bad Good ?

目的物

約330oCで結晶相転移

・大気中では結晶相転移する(色の変化・ワイドバンドギャップ化)
→太陽電池としては劣化している。大気下での評価ができない
・MA系やFA系ほどの光電変換効率が出ていない(最高効率で6.7%)
→高性能化を目指したい
・バルク中のCs4PbI6の存在量の影響
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・CsIとPbI2の組成比を蒸着法により緻密に制御することでペロブ
スカイト太陽電池の発電層として有効なCsPbI3のみを製膜するこ
とに成功した。また、PbI2に対するCsIの膜厚比及び蒸着レート比
が±10%以上ずれることで、未反応のPbI2や不純物のCs4PbI6が
生成されることを明らかにした。

・AM1.5G-1Sun 照射下においてエージング後において10%を超
える光電変換効率を得た。
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